
令和５年度 池田市発達支援システム検討委員会次第 

 

 

                                   と き：令和５年８月２５日（金） 

                                            午後２時～ 

                                   ところ：議会会議室（市役所３階） 

 

 

案  件 

（１）正副委員長の選出について 

 

 

 

（２）令和４年８月～令和５年７月の取り組みについて 

   （資料１、添付資料１～6） 

 

 

 

（３）各委員からの案件について（意見交換） 

   ※特にない場合は、各委員からの情報提供や報告など 

 

 

 

（４）その他 

 

 



 
【資料１の資料構成について】 

令和４年８⽉〜令和５年７⽉の取り組みについて 
 

■発達支援システム推進事業 
 ①いけだつながりシート Ikeda_s（ｲｹﾀﾞｽ）の配布 
 ②いけだつながりシート Ikeda_s（ｲｹﾀﾞｽ）の活⽤機会の検討 添付資料１ 
 ③かお TV について 
 ④その他 
  ＜池田市発達支援 Map の作成＞ 
  ＜発達支援システム推進事業にかかる他自治体からの反応について＞ 
  ＜発達支援研修会の実施＞ 
  ＜講演会「みんなで学ぼう発達凸凹」の実施＞      添付資料２ 
  ＜e-Ikeda_s の事業終了＞ 
 
  ９⽉以降の取り組みについて 
 
 
■障がい児通所支援事業 
 ①事業所連絡会の開催                  添付資料３ 
 ②障がい児通所支援事業所を利⽤している保護者へのアンケート実施 
                             添付資料４ 
 ③学校と障がい児通所支援事業所との連携について 
 ④「事業所情報集」の更新や情報発信           添付資料５ 
 

９⽉以降の取り組みについて 
 
 
■その他について 
 ①第３期池田市障害児福祉計画の策定について 
 ②医療的ケア児支援の進捗状況について          添付資料６ 
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令和４年８月～令和５年７月の取り組みについて 

■発達支援システム推進事業 

①いけだつながりシート Ikeda_s（イケダス）の配布 

 ・７月末現在で３０５部を配布（累計５,３３１部） 

※４年度は８４３部、３年度は９７２部、２年度は１７７部。 

※「出生届時（総合窓口課）」「関係部署（発達支援課、健康増進課、教育セ

ンター、障がい福祉課、池田子ども家庭センター）」で配布。 

 

②いけだつながりシート Ikeda_s（イケダス）の活用機会の検討 

 本市の発達支援システムを推進していく上で、必要不可欠な成長と発達の記

録ツール「いけだつながりシート Ikeda_s（イケダス）」の活用促進に向け、令

和５年度から、子ども・健康部を中心に、福祉部、教育委員会といった庁内の

関係課を交えた庁内会議（課長級）を立ち上げ、現在、検討を進めているとこ

ろ。イケダスは、平成２４年度末に完成後、利用者の記入へのサポートとして、

どなたでも記入できるように、『お助けガイド』という活用マニュアルの作成だ

けでなく、配布先として、当初の関係機関先での配布から健診での配布、令和

３年６月からは、総合窓口課（市役所１階）での出生届提出の際の配布へと配

布ルートの拡充も行ってきた。行政窓口での活用については、次ページの囲み

の状況であり、改善の余地があると考えているところで、活用の機会が増える

ことにより、利用者への認知にもつながり、学校と事業所との連携といった場

面なども視野に入れながら、子どもの関わる関係部署での利用機会を探り、継

続して使用してもらえるツールとなるよう努めているところ。 

 庁内会議は、４月と６月に２回開催。また、活用に向けた調査（６～７月）

も行い、活用場面を含め様々なご意見をいただいた。主な内容は添付資料１ 

 

なお、教育委員会では、令和４年度から、支援学級における児童たちの実態

（成長）把握や指導計画への作成に活用できるよう検討を、現場の先生方と進

めており、理解を深めてもらっている。また、就園・就学に向けての申込（保
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護者記入部分）書を一新し、イケダスの該当部分の記入を省き、イケダスの該

当箇所の写しの添付に順次切り替えているところ。 

 

※現在の活用状況 

   ⇒特別支援保育申請（幼児保育課） 

   ⇒PT 訓練、OT 訓練申請（発達支援課） 

   ⇒児童発達支援センターにおける、個別支援計画作成（やまばと学園） 

   ⇒就園、就学相談（教育政策課） 

 

③かおＴＶについて 

 かおＴＶ＝子どもが見ている世界を把握することで、子どもの社会性の発達

の一端や、子どもがどんなことに興味や関心を持っているを確認

でき、保護者や支援者が子どもに対する理解を深めることができ

るシステム。 

  ※自閉スペクトラム症などの早期発見ツールではなく、何らかの診断に結び

付くものではない。 

  

 実施状況                     （人） 

 
１歳６か月児

健診（月 2 回） 
健診以外 合計 

令和 2 年度 0 4 4 

令和３年度 ７１ ３ ７４ 

令和４年度 282 6 288 

令和５年度 106 ３ 109 

 ※令和５年度は、７月末現在。 
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④その他 

 ＜池田市発達支援 Map の作成＞ 

  一生涯を通してライフステージごとに、受付、届出、相談事など、市内を

中心に公的な社会資源を冊子としてまとめたもの。（A4 版カラーP３４。毎

年更新。市 HP に掲載。印刷は隔年）。令和４年度は、８００部（９月納品）

印刷。市 HP に更新をアップ、関係機関に配布するなど市民への周知に努め

た。令和５年度は、６月中旬に市 HP に更新をアップ、関係機関へ市 HP へ

の直接つなぐことができる QR コードの配布を行った。 

 

＜発達支援システム推進事業にかかる他自治体からの反応について＞ 

  ◎行政視察：沖縄県沖縄市議会（令和５年８月７日）⇒台風の影響で中止 

  ◎問い合わせ：茨城県つくば市（令和５年７月１０日） 

  

＜発達支援研修会の実施＞ 

  令和４年度は、年間を通して、以下のとおり研修会（計 29 回）を行った。 

   やまばと学園保護者研修：４回（行動の見方など） 

   やまばと学園職員研修：２３回（不適切な行動への対応、事例検討など） 

   特別支援保育職員研修： ２回（発達の道筋など） 

  ※令和５年度も、令和４年度同様研修を実施。結果は５年度終了後報告。 

  

＜講演会「みんなで学ぼう発達凸凹」の実施＞ （チラシは添付資料２） 

 令和４年度は、令和５年３月２８日（火）に、独立行政法人 国立重度知的

障害者総合施設のぞみの園 研究部部長 日詰正文先生をお招きし、「ライフス

テージを通じて大切にしておきたい支援の視点」をテーマに関係機関の職員を

対象に講演をしていただいた。 

 

＜e-Ikeda_s の事業終了＞ 

いけだつながりシート Ikeda_s（イケダス）の Web サービス版として、平
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成２８年度から運用を開始していたが、成長と発達の様子を記録するといった

使用が常時ではなく限定的なこともあり、登録者数や毎月の利用者数が伸び悩

んでいることから、運営会社から事業の見直しの申し出を受け、令和４年度末

をもって事業の終了となった。今回の伸び悩みの要因については、イケダスの

活用機会が広がらないことも影響していることも鑑み、原点回帰として、紙版

であるいけだつながりシート Ikeda_s（イケダス）の活用促進に力を入れるこ

ととし、令和５年度から、市役所内の関係機関の会議を設けることとした。 

 

＜９月以降の取り組みについて＞ 

・引き続き、イケダスの配布、イケダスの活用機会の検討、かお TV を実施 

・講演会「みんなで学ぼう発達凸凹」の開催（令和６年３月頃） 

 

 

■障がい児通所支援事業 

 ２年度 

実績 

 

３年度 

実績 

４年度 

実績 

５年度 

予算 

５年度 

７月末 

児童発達

支援 

延人数 1,771 人 2,674 人 2,771 人 3,180 人 891 人 

給付額 127,635 千円 196,476 千円 223,021 千円 289,903 千円 74,386 千円 

医療型児

童発達支

援 

延人数 1 人 ０人 ８人 １５人 １人 

給付額 21 千円 0 千円 100 千円 170 千円 ８千円 

居 宅 訪 問

型 児 童 発

達支援 

延人数 － ０人 13 人 ２０人 ８人 

給付額 － 0 千円 ５８８千円 ３３４千円 ３４５千円 

放 課 後 等

デ イ サ ー

ビス 

延人数 4,214 人 5,082 人 5,798 人 ６,662 人 2,276 人 

給付額 307,145 千円 332,264 千円 394,508 千円 446,157 千円 152,354 千円 

保育所等

訪問支援 

延人数 １６人 ６０人 ８８人 223 人 ２８人 

給付額 233 千円 ７７２千円 1,40４千円 ３,436 千円 ３６９千円 

利用延べ人数 6,002 人 7,816 人 8,678 人 10,100 人 3,204 人 

給付金額合計 435,034 千円 529,512 千円 619,621 千円 740,000 千円 227,462 千円 

 ・受給者証の発行人数は６００人（令和５年７月末現在） 

  ※４年度は５７２人、３年度は４９１人、２年度は４３２人。 
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【通所支援施設数について】 

 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ 

事業所数 12 17 18 20 25 34 36 

※いずれも各年度３月１日現在。児童発達支援センターを含まず 

              ※R5 は８月１日現在。 

※36 事業所の内、児童発達支援 30 放デイ 34 重心対応 ３ 

 

① 事業所連絡会の開催 

 ・事業所連絡会を、５月３０日（火）に開催（２５事業所、２９人が参加） 

 ・内容は、各事業所の取り組みを発表していただき、発表された取り組み内

容について、グループごとに意見交換をしていただく。今回は、初めての

試みということで、やまばと学園が、事業内容をはじめ保護者勉強会、イ

ケダスを活用した個別支援計画の作成などをパワーポイントで説明を行っ

た。 

・各グループの意見交換を受けての発表内容は添付資料３  

 

 

 

 

 

 

※参考：令和４年度の開催状況（７月７日、２５事業所、２８人参加）。 

 

② 障がい児通所支援事業所を利用している保護者へのアンケート実施 

事業所の実態把握の目的から、アンケートを実施。受給者証の更新案内通知

のタイミングでアンケート用紙を同封。期間は、令和４年 12 月の更新案内

から令和５年５月の更新案内の計３４５人を対象に実施。結果要約は以下の

とおり。取りまとめ内容は添付資料４ 
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結果要約 

・事業所への満足度は、「とても満足」と「満足」をあわせて９割で、子供の

良い変化を感じておられる方は 85％程度。ただ、更新のタイミングという

ことから、利用を継続されている方を対象とした調査である影響は多少見込

まれる。 

・9 割の方が 1～2 か所を利用され、1 割の方が 3 か所以上を利用。 

・事業所に対する質の向上、専門性の担保を求める声が多くあがっており、市

としてもできることを引き続き考えていく必要性がある。現在の取り組みと

しては、事業所連絡会の開催をすること、ニーズの高い事業をしている事業

所を優先的に開所できるよう市として大阪府に意見していくこと、苦情や意

見が入った際は府とも連携をとりながら迅速かつ的確に対応すること、等。 

・支給量の考え方については、国の動向を踏まえて検討を重ねたい。 

・保育所や学校における支援制度については、担当課とも情報共有しながら、

市の方針を決定していきたい。 

 

③ 学校と障がい児通所支援事業所との連携について 

・校園長会（教育委員会）で、毎年度はじめ、「保育所等訪問支援」について

説明資料配布。事業について周知を図っている。 

・令和 5 年 5～6 月、放課後等デイサービス事業所に対し、調査を実施。市

立学校に車両送迎している場合、対象の学校と、「利用児童名（学年）」「事

業所の代表者名」「担当者名（窓口となる方）」「連絡先電話番号」「緊急時連

絡先」の情報につき、教育委員会を通じて学校に送付した。今後も連携の取

りやすい体制を整えていきたい。 

 

④ 「事業所情報集」の更新や情報発信 （冊子は添付資料５） 

 ・令和４年１０月、令和５年５月に刷新。その際、前回お示しした情報集か

ら、情報の更新だけでなく、QR コードを表示し、各事業所の HP につなが

るように行った。また、情報集の更新を年３回（５月、９月、１月）に行
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うことを決め、最新の情報を市の HP にアップ。市の HP の QR コードの

添付も行った。 

・令和４年度に、引き続き、健康増進課や障がい福祉課、教育センター、公 

立の小中学校へ配布し、事業所の周知を行った。 

 ・最新の情報を市 HP に掲載することにより、利用者の選択の利便性の向上

に努めた。 

 

 

＜９月以降の取り組みについて＞ 

・事業所連絡会の開催（11 月 21 日） 

  これまで、年１回の開催を、令和５年度から、春と秋の２回開催を行い、

支援困難事例や各事業所の好事例の共有、事業所間の連携強化に努める。 

 

 

■その他について 

①第３期池田市障害児福祉計画の策定について 

 下表の計画期間にあるように、次期の計画を令和５年度中に、第６期池田市

障害者計画及び第７期池田市障害福祉計画とともに策定を進めているところ。

計画は、障がい福祉サービス、障がい児通所支援サービスなどの提供体制の確

保に係る目標、必要な見込量を定めるもので、策定にあたっては、公募による

策定委員会を設け、アンケート調査や聞き取り調査を実施し、パブリックコメ

ントを経て、年度内に完成予定。 

＜計画の期間＞ 

2018 

平成30 

2019 

令和 1 

2020 

令和 2 

2021 

令和 3 

2022 

令和 4 

2023 

令和 5 

2024 

令和 6 

2025 

令和 7 

2026 

令和 8 

         
第 5 期 障害者計画 

第 5 期 障害福祉計画 
第 1 期 障害児福祉計画 

第 7 期 障害福祉計画 
第 3 期 障害児福祉計画 

第 6 期 障害福祉計画 
第 2 期 障害児福祉計画 

第６ 期  障 害者計 画 
（令和 11 まで） 
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②医療的ケア児支援の進捗状況について 

 昨年の発達支援システム検討委員会では、池田市地域自立支援協議会の下部

組織として協議の場を設置、コーディネーターの候補者を選任した旨を報告さ

せていただいた。その後の進捗状況は、令和４年１１月３０日（水）に、第１

回「医療的ケア児・者支援部会」を開き、池田市における医療的ケア児・者の

現状や困り事など各関係機関が抱えている思いを話していただいた。話の内容

で一番多かったのが、「自分たちが持っている知識の範囲で、解決しようとして

いたが、様々な資源があることが分かった」ということで、連携の重要性を感

じておられた。令和５年度については、コーディネーターの役割、活動の進め

方の方向性について、初めてということで、大阪府の職員を招き、府内の活動

状況の好事例の紹介の機会を、部会の中で設け、話していただく予定。 

※池田市地域自立支援協議会の組織図等添付資料 6 

 

 

 

 

 

 



添付資料１ 

イケダスの活⽤について 
 
 
【聞き取りした関係機関】 
 ＜子ども・健康部＞ 発達支援課（やまばと学園）、子ども・若者政策課、子育て

支援課、幼児保育課、健康増進課、休日急病診療所 
＜福祉部＞     障がい福祉課 

 ＜教育委員会＞   教育政策課 
 
 
【活⽤場面について】 
通所受給者証の申請、ひまわり親子教室での活⽤、育児相談での活⽤、保育所・園
全体での活⽤、療育手帳更新（20 歳）、相談支援事業所における障がい児者の計画
相談作成、休日診療（小児科）での受診時、支援が必要な児童・生徒への活⽤（入
園・入学時での面談引き継ぎ申請書類の見直し、教育支援計画や指導計画作成時の
実態把握、個⼈懇談時の成⻑確認） 
 
【更なる活⽤に向けての主な提案等】 
・利⽤者について、障がいの有無は関係なし（できれば要支援が良いのでは？）で

成⻑と発達が著しい１８歳までに絞り、それ以外の⽅は、「利⽤は可能です」にと
どめ、対象を明確にした⽅が、利⽤者にとって分かりやすいのでは。 

・記入項目については、各担当課の受付業務の項目も入れることができれば、活⽤
幅が広がるのでは。また、作成の検討から１０年以上経つことから、時勢に応じ
た項目の加筆修正も必要では。 

・冊子のコスト面（費⽤を抑える）について⼀考を要するのでは。⻑く運⽤してい
くためにも、バインダーやシートの紙質など。また、持ち運びに良いサイズにつ
いても。 

・利⽤については、市⺠制限を無くすことで、より多くの⽅や支援者に認知され、
良さが伝わり利⽤幅が広がるのでは。せめて、市外から市内の施設等を利⽤され
る⽅へは⾨⼾を広げてみては。（池田市のみんなでつくるまちの基本条例でも市
⺠として定義されている） 

 
【今後について】 
各課から熟考して提案していただいた活⽤場面について、各課とヒアリングを重ね、 
活⽤の具体的運⽤に向けて調整していく予定。活⽤時期については、調整でき次第、 
運⽤を開始していく。 
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各グループの意見交換を受けての発表内容 

 

 

【A グループ】 

イケダスを実際使っている事業所は０。保護者にとっても書くところが多いの

が難点。それに代わるものを事業所で作成し、使用している。進級するときに情

報共有するためにイケダスは必要だと思ってはいるけれど・・・というところ。

もっとわかりやすく書きやすい方が利用されるのでは。池田市民にとってイケ

ダスが当たり前の存在になれば良いなと思う。簡略化された独自で作成してい

るイケダスに代わるものも、なかなか書くのがしんどい保護者もおられる。記入

がしんどい保護者には面談・モニタリング等行ったり、送迎のちょっとした時間

を使って直接保護者に聞き取り・情報収集したりという工夫をしている。 

人材育成についてはメンバーが定着している事業所が多かった。月１回研修や

勉強会を外部の講師を招いたり内部であれば OT や ST の専門性のある職員に

講師をしてもらったりしている。何よりも職員間で相談等しやすい、意見を交わ

しやすい雰囲気づくりを意識している。アルバイトなど短時間勤務の方に対す

るスキル共有が難しいところであるが、経験のあるなしに関係なく話しやすい

ような事業所づくりを目指したい。職員に対して注意する時も上から言うので

はなく、促す言い方をし、５分以上は話さないことを念頭において関わっていく

ことが大事。 

 

【B グループ】 

イケダスについては活用していない。保護者に聞かれた事業所もあったが半分

以上の方が知らないという結果だった。 

川西市では相談支援事業所が活発に動いていて、相談支援がほぼ全員ついてお

り、月１回事業所と一緒にモニタリング会議に入ってくれている。池田市では相

談支援事業所があまりなく、セルフプランがほとんど。デイ同士でのつながり連

携が、相談支援事業所があればとりやすいと思う。保護者もデイには言いにくい

ことも相談支援事業所には言えることがある。 

人材育成についてはなかなか難しいという話になった。学生でボランティアと

して来てくれている人の中から採用したり、つながりで知り合いを採用したり

しているため育成方法が難しい。 

ミーティングに関しては、全事業所月１回行っている。夕方にすると帰りが遅く

なるため、その日にやらず次の日にしていたり、ランチの時に情報共有したりし

ている。 

保護者から SST してほしいという要望がよくある。SST というのは療育の中

で普通にしていることなので改めて「SST をこういう形でしています。」という

ものでもないのかなという意見が出た。 
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【C グループ】 

イケダスについては書くのが大変そうなので使っていない。やまばと学園がこ

んなに使っていることを知らなかった。そもそも共通で使うという意識が伝わ

っていないと思う。 

人材育成についてはスタッフの入れ替わりが激しいのと、専門職同士のぶつか

り合いなどもあるためスタッフへのフォローが大変。児発管が不足しており困

っている。児発管のカラーに染まりやすい。なかなかみんなの話し合いの場を設

けることが難しいため、児発管のトップダウンが起こる。対策として、個別療育

と集団療育などその場その場で子供の姿を通してスタッフ間の情報の共有をす

ることが挙げられる。あらかじめ知識のあるスタッフが来てくれたらありがた

いけどそういうわけにもいかないので勉強会を開くだとか、同じ方向を向いて

いるということでうまくいったパターンもあるため会社や経営者の理念をスタ

ッフに共有し、それに向かって意見等出し合うとスタッフの入れ替わりが少な

くなった。 

 

 

【D グループ】  

イケダスの活用が浸透している事業所はない。豊中市と比べて、池田市は障がい

児へのサポートが強いように思う。利用者の目線に立っているのが池田市の良

いところ。池田市が持っている強みを北摂に発信して、自治体も連携することで

利用者にも浸透して事業所間での連携も取れたら良いと思う。 

人材育成では、バックボーンがある人とない人では研修をした時の呑み込みの

差がある。経験がある人とない人関係なく、全員に知識をつけてもらうために日

ごろからケース会議をしたり、わからないことがあった時にすぐに聞けるよう

な風土を作ったりというところを心掛けている。今日の研修を糧にして、事業所

に持って帰り、職員にも情報共有をしてよりよい事業所づくりをしていきたい。 

学生やパートなど、出勤日数が限られている人にも知識をつけてもらうにはど

うしたらいいかというところが悩みであったが、そういった人達も分からない

こと等あればすぐに聞けるような環境作りをしたいと本日感じた。 
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【E グループ】 

イケダスは３事業所が知らない、２事業所が知っていた。池田市だけでなく他市

とも関わっているためイケダスに触れる機会がなかったのかなと思う。池田市

民しか利用できず、利用の制限があるのが活用するのが難しい原因である。制度

的には良いものであるというやまばと学園の紹介もあったため、使いたいとこ

ろだがそういった課題があるので使えないのが現状である。 

人材育成に関しては意見がたくさん出た。サービスの質をあげるために研修を

定期的に開くことが必要であるが、療育を決めるための話し合いや指導法、制度、

障害を理解する、など様々な学びが必要となるため、研修のためにかなりの時間

を使う必要があり、職員の負担になっているのではないか、また時間を作らなけ

ればいけないというところでどの事業所も悩んでいる。 

採用の際にある程度フィルターをかけてチェックすることで、より良い人材を

確保したいと考えている。人を育てていくということに関して課題を感じてい

る事業所が多かった。 

 

 

【F グループ】  

イケダスは存在自体知らない事業所が多かった。利用者のことを知れるという

点ではメリットがあると思うが池田市民しか使えないというところで、事業所

単位に落とし込んだ時に、他市から来ている子供との情報の格差が生まれてし

まうため、事業所として使うというのは難しいと思う。 

人材育成する前段階として、経験のあるなしで差が多分にある。保育所は経験し

たが障害を持っている子供は経験したことないであるとか、軽度の知的の方を

対応したことがあるが重度の知的の方を対応したことはないということがある

ため、しっかりとした療育プラグラムを作らなければならない。新しいスタッフ

を受け入れるということに関しては、もう少し窓口を広げる必要はあるが・・・。

老朽化に関しては仕方がないと思う。部屋不足に関しては事業所の形に合わせ

たプログラムを作るという工夫をすることで解決するのではと思う。 

重症心身の受け入れに関しては、より専門的な知識をしっかりと勉強した上で

臨むのが適切だと思う。通常の知的や軽度の発達とは次元が違うため、安易に受

け入れてその子の成長を阻害しないようにスタッフ自身が知識や経験等を獲得

した上で受け入れるべき。 
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児童発達支援・放課後等デイサービス利⽤者アンケート 

対象：障がい児通所支援受給者証の手続きをされた保護者 
時期：令和 4 年 11 ⽉更新〜令和 5 年 5 ⽉更新 
⽅法：受給者証更新案内の通知・書類⼀式とともに郵送。回収については、書類とともに

返送（封筒のみ封入）、FAX、窓口持参をお願い 
有効回答者：275 名 

 
回答結果まとめ 
Q1.ご利⽤のサービスについて教えてください。 
  児童発達支援（医療型・居宅訪問型を含む）̶̶103 名 
  放課後等デイサービス̶̶169 名 
  保育所等訪問支援̶̶26 名 
 
Q2.現在利⽤している児童発達支援、放課後等デイサービス（以下、事業所）の総合満足度
を教えてください。 

 
 
Q3.事業所のサービス内容について教えてください（複数回答可）。 

 

とても満足
45%満足

45%

どちらともいえ
ない
8%

やや不満
2%

不満
0%

0 50 100 150 200 250
その他

親子通園
余暇充実
機能訓練

イベント活動
相談・家庭支援

SST
日常生活（身辺自立）の支援

運動支援
学習支援

集団活動・コミュニケーション支援
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その他の具体的な内容をお聞かせください⇒ 
  手先を使って作る時期のものやイベント物の製作、シール貼り、工作、料理、椅子に座

って運筆 (7)（パズル、粘土、ひらがな（読み書き）、数字、すごろく、まちがい探し、
しゃぼん玉、お買い物ごっこ、スプーン、お箸の使い⽅等） 

  プログラミング（4） 
  ⽉ 1 回の親の勉強会(3)／⾔語の学習、発声や⺟⾳の聞き取り練習(2) 
  就労を目指した作業訓練（報、連、相）、履歴書の記入練習、面接練習、現物実習、農

作物栽培等 
 
Q4.事業所の利⽤を通して、子どもの変化を感じますか？ 

 
★【大きく感じる、感じると答えた⽅】→具体的にどのような変化を感じられましたか？ 
  発語が改善してきた。⾔葉が増えて会話が出来るようになった。会話がスムーズになっ

た。適切な⾔葉使い、話し⽅、態度が身についてきた。コミュニケーション能力の向上。 
  心の安定感、情緒の安定、精神の安定。／ほどよく疲れて夜は快眠できる。 
  運動発達の成⻑。出来なかった運動が出来るようになった。体の使い⽅がうまくなって

きた。メンタルが前向きになった。落ち着いて座れるようになった。 
  集中力がついた。こだわり、かんしゃくの軽減、折り合いをつけるのが上手くなった。

テンションのコントロールが出来るようになった。本⼈にとっていい事、嫌な事の予測
がつくようになってきている。／ルールのある遊びに参加できる。 

  コロナで通所できず、TEL での対応をしてもらっているが、TEL でのやりとりや接し
⽅も学習できて成⻑を感じる。 

  パソコン力向上。／ビジョントレーニングで楽しんで訓練ができている。／マカトンサ
インが使えるようになった。／同じ難聴の友達に会えるので楽しみにしている。 

  療育で「初めて」に触れているので、集団の中で取り組む時にハードルが下がり受け入
れやすくなっている。苦手な箇所をスモールステップで繰り返し、苦手意識が減った。 

  訪問支援を利⽤して学校と連携してもらい授業に対しても意見してくれて助かってい
る。／サポートの⽅向性がわかりやすくなった。 

大きく
感じる
35%

感じる
50%

どちらともいえない
14%

あまり感じない
1%

全く感じない
0%
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★【あまり感じない、全く感じないと答えた⽅】→変化を感じにくい状況だが、同じ事業所
を利⽤し続けている理由をお聞かせください。 
  指導員の接し⽅、⼈柄。親身になって色々考えてくれる。⼀生懸命やってくれる。 
  薬の服⽤による変化だと感じるから。／これから変わってくれるのかなという思い。 
  居場所作りのため。 
  中学校に全くいかないので、事業所に通うことで生活のリズムを確立するため。 
  まだ間がない。他に吃⾳に特化した施設がない。 
  何が効果があったと⼀概に⾔えない。すべての活動がつながっている。 
  指導員の⽅がどう接していいかわからない状況。プログラミングスキルは身につけて

ほしい。 
 
Q5.現在、何か所の事業所を利⽤されていますか？ 

 
★複数の事業所を利⽤されている場合は、その理由を教えてください。 
  目的が違う。サービス内容の違い。それぞれに良い所がある。各事業所の得意な領域

での支援。それぞれが目指している良い所を享受する。違う所からのアプローチ。 
  1 個所だけでは希望の日数通えないため。空いている時間が違う。曜日が違う、週末

利⽤の可否。 
  コロナなどで事業所が休業になった場合のため。 
  事業所を変更したくても次がすぐに見つからず、変更しにくいことがあった。 
  1 カ所は⻑くて 2 年の期間しか通えないから。小さい頃から通っていて知ってくれて

いる先生⽅、専⾨員の⽅のサポートも頂きたいから。 
  複数の⼈と場所で多く関わる練習。本⼈のために。様々な活動が経験できる。 
  やまばと学園を退園することになり、療育を受けることができなくなったため。 
 
Q6.事業所にさらに求めること、不満に思っていることがありましたら教えてください。 
  マジックミラーで見たい。動画をスマホで見れたらと思う。様子を教えてほしい。(9)

／親との会話の時間が少ない。／親同士の情報共有の場があれば良い。事故の情報な
ど共有して予防に努めてほしい。 

１か所
58%

２か所
31%

３か所
以上
11%
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  事業所の情報をオープンにして情報交換ができて全体の質が上がってほしい。市と連
携してほしい。(3) 

  子供を実際に見たうえでの具体的なアドバイスがない。何が苦手でどのように達成し
ているか説明がない。(2) 

  枠がない。予約を取ることが大変。キャンセル待ち状態。定期的に通いたい。(10) 
  時間がもう少し遅くまでやってほしい。学校の授業終了後 2 時間くらい、17 時〜19

時等(6)。中学入学にあたり受け入れ時間の延⻑。 
  支給量を増やしてほしい。(2)⽉２３日ほしい。 
  土、日、祝でも預かりしてくれる所がほしい。(4) 
  個別の療育が少ない。(2) 
  ST さんがどこの事業所でもいてほしい。⾔語訓練をやってほしい。ST の機会を増や

してほしい。(7) 
  カウンセリングなど個別のプログラミングをもっと増やしてほしい。OT を希望して

いるが、希望者多数で未だ受けれていない。 
  10 か所事業所を見学したが、理学療法士など専⾨の⼈がいなくて教師や保育士など療

育の知識がない指導員がいる。ただお菓子を食べて遊んでいるだけの印象をもった。 
  運動やリハビリができるデイ、中度〜重度が通える体操のデイがほしい。（娘は医療

的ケアが必要だが看護師常駐の施設は重心専⾨で身障手帳を持っていないと受け入れ
てもらえず困っている） 

  ⾳楽療法（ピアノ、ギター等の⾳に合わせる）、英語療法（歌やお話を楽しむ）があ
ればいい。 

  送迎に制限がある。送迎場所の拡大、自宅以外にも来てほしい。児童発達支援で送迎
のあるところが増えてほしい。すべての事業所で送迎サービスを行ってほしい。 

  送迎の運転が不安。 
  何の資格もないパートの寄せ集めのような事業所も多く、質の良い事業所を探すのは

大変。専⾨知識があるのか疑わしい事業所もある。(6)（石橋の事業所では立派なつけ
爪をした支援員がいてどうやって子どものお尻を拭くのだろうと思った。保育士の多
い所では礼儀を大事にしていると⾔っているが療育というより幼稚園だった。） 

  ⼈手が足りないと思う。（5）新しい利⽤者が増え事業所が狭い。さわがしい。利⽤者
が増えることで、トラブルも増えて危機感を感じる。 

  事業所が少ない。(2) 
  今は子供のためにやまばと学園に通っているが仕事をしているのでこども園の⽅がい

い。(2)（療育に通わせたいので今の形になっているが仕事をしていても療育に通いや
すい環境になってほしい。選択肢が増えてほしい） 

  娘の気持ちを汲み取り家庭での発⾔を共有しサポートやアドバイスしてほしい。 
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  事業所から「おうちでこうしてあげて、利⽤日数を増やしてあげて」等アドバイスさ
れるが親がしんどい時は辛い。親が健康でないと難しい。聞いた時だけアドバイスし
てほしい。 

  事業所によって＋αの費⽤が大幅に違う。＋αの費⽤負担がない⽅が利⽤者負担とし
ては嬉しい。以前利⽤していたところは＋αの費⽤はほぼ発生しなかった。 

  子供の支援と大⼈の手助けの側面がある。トレードオフの関係になっている。どちら
も充実させることはできないだろうか。 

  児童発達支援で通っていた事業所に小学校に上がってからのデイサービスも続けてほ
しかった。 

  親の考えや思いがなかなか通らず先生主導での療育が多いので悩ましい。 
 
Q7.その他、ご意見がございましたら、お聞かせください。 
  日数（支給量）が足りない。増やしてほしい。池田市は他市に比べて上限日数が少な

い。(8) 
  更新時の診断書提出については控えてほしい。発達支援のスタッフも専⾨家であり医

師からも同じことを聞かれるが発達支援のほうがまとまっている気がする。 
  保育園の中に特別支援クラスを設置してほしい。やまばと学園のように親子通園では

仕事に復帰できない。池田市内では 3 才未満に加配がつく保育園が少なく利⽤できな
い。 

  利⽤日数全員 15 日はやめて重度中度の⼈に多く与えてほしい。重度中度の保護者の
負担を軽くした⽅がいい。診断書もなく意見書だけの利⽤者は支給量１〜８日に減ら
すべき。 

  他の利⽤者とお話する機会があればいいと思う。親間の情報共有物がほしい。 
  送迎のスタッフがいないところばかりで行政から送迎スタッフ確保のため補助が出る

とうれしい。 
  自分の子に合う事業所が探せない。（時間的に）発達支援課の⽅でこの特性の子には

この事業所が合うといったマッチングや提案をしてほしい。 
  学校は全く行かず放デイしか行かないので継続していってほしい。 
  資格者がいなくてダラダラとした⼀般保護者による⼀時預かりをしている所がほとん

どなので能力向上を目的とした事業所を増やしてほしい。 
  質の向上を目指した良い事業所が運営できるように予算をしっかりつけてほしい。 
  支払いに関して口座振替やコンビニ払いができるようになってほしい。 
  学校の授業終了後に 2 時間程通える事業所があれば良い。 
  池田市全体のシステムについて。取り出しがないことで来年度から支援からはずれて

しまう。要支援登録にはしたが 6 年生からが心配。 
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  支援担がつかない事でフォローを満足にしてもらえないのではないか、親や本⼈から
のリクエストもしにくくなる。 

  クラスで「支援と普通はわけるべき」との意見が出た、子供もその⾔葉に驚いてしま
い「僕は障害児なの」とショックを受けた。親の影響かいまだにそのように考えられ
ていたのか。 

  利⽤日数を⼀時的に増やして、新しい事業所を体験し変更していきたい。 
  池田市内に放デイが少ない。（豊中、箕面まで通っている）個⼈療育を増やしてほし

い。 
  中高生向けのデイがあればありがたいです。 
  中学になっても利⽤がうまく出来るといい。 
  デイで起こった事故の情報など共有して予防に努めてほしい。 
  ⾳楽療育、英語療育があればよいと思います。 
  身障手帳を持っていない医療的ケア児の受け入れ先が増えてほしい。 
  健診などで不安のある子どもをピックアップする割に将来的な道筋を示してもらえな

い事が多い。  
  どのようなサービスがあってどのような状態なら利⽤できるのか、その情報をもっと

オープンにするべきだと思う。 
  学習障害があるため学習支援が充実しているデイがあると助かります。 
  保育園の中に特別支援クラスを設置してほしい。やまばと学園のように親子通園では

仕事に復帰できない。 
  高校を出たら行くところがあるのか不安。引きこもりにならいように利⽤施設があれ

ば利⽤したい。 
  集団訓練以外に公的施設でも PT、OT、ST の個別訓練をしてほしい。 
  とてもお世話になり感謝しています。我が家は事業所がなければ生活が成り立たない

程。事業所への支援を市として検討いただきたいと思っている。 
  医療型発達支援とはどういうところですか。 
  十分にやってもらっているのでこれ以上求めることも不満もない。(2)育児の相談にも

のってもらって感謝している。ありがとうございます。とても楽しく通っていて、必
要なことやがんばってほしいことを分かってもらえていると感じている。 

  こういう子は友達がいなくて居場所がないのでデイサービスに行けてありがたい。 
  病院や教育センターに事業所⼀覧のパンフレットがありとても助かっている。 
  事業所には⺟の話も聞いてもらって感謝している。 
  娘のことを考えてくださり有り難い限りです。 
  本⼈の成⻑も感じられ療育を受けることができて本当に良かったと思っています。市

にも事業所にも感謝しています。 
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添付資料６ 

 

医療的ケア児支援体制整備 

 

 本市第 2 期障がい児福祉計画で定めた医療的ケア児の支援体制を整備するため、関係各機関と

の協議の場を設置するとともに各機関との調整を図るコーディネーターを配置する。 

 

１．医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場 

保健、医療、福祉、教育等の医療的ケア児支援に関わる行政機関や事務所等の担当者が

一同に会し、地域の課題や対応策について継続的に意見交換や情報共有を図る協議の場 

⇨地域自立支援協議会の中に「医療的ケア児・者支援部会」として協議の場を設置 

 

〇委員構成 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                    

  

  

  

  

  

※コーディネーターは複数選任し、取り扱う案件に応じて対応 

※委員構成についても、取り扱う案件に応じて編成 

 

＜事務局＞障がい福祉課、発達支援課 

裏面（池田市地域自立支援協議会の組織） 

団体等 委員 人数 

医師会 医師 1 

市立池田病院 小児科 

地域医療連携室 

医師 

ケースワーカー 

1 

1 

訪問看護ステーション 看護師 1 

放課後等デイサービス（重心） 指導員（看護師） 1 

身体不自由児(者)父母の会 保護者 1 

子ども家庭センター 技師等 1 

保健所 保健師 1 

教育センター 職員 1 

学校（石橋小学校） 教員 1 

幼児保育課 職員 1 

保育所・こども園 職員 1 

特別支援学校（箕面支援学校） 教員 1 

基幹相談支援センター 相談員 1 

児童発達支援センター（やまばと学園） 職員 1 

健康増進課 保健師 1 

医療的ケア児等コーディネーター 相談員 1 

合計 17 




